








はじめに 

母親は子どもに対してこのように育って欲しいという望みをもつ。これを発達期待という

。発達期待をもち得るのは,人間の子どもは生後の環境によってつくられる余地が大いから

である。こんな子どもに成長して欲しいという期待があるからこそ母親は育児に情熱をも

てるともいえる。 

発達期待の内容には健康であって欲しいというような普遍的な願望もあるが,精神発達に

関しては母親相互間に,ある程度の差異があるのではないかと思われる。たとえば,ある母

親は自己主張のはっきりした,意志の強い子どもに成長することを期待し,他の母親は協調

性の豊かな,おだやかな子どもに成長することを期待している。期待内容が異なれば,当然,

日常のしつけも異なり,似たようなことをしてもある子どもは叱られ,他の子どもは叱られ

ないということも生じてくる。そしてその結果,子どものパーソナリティの発達にも大きな

影響を与えるということになる。 

発達期待の内容には母親間の個人差のほかに広義における文化の差が反映している。時代

や地域,あるいは階層による差異である。同じ大都市に居住する給与生活着の家庭であって

も昭和 10 年代の親が子どもに望んだことと,現在の親のそれとでは大きな違いがあるであ

ろう。時代としては同じであっても日本の母親が子どもに期待することと,アメリカの母親

が子どもに期待することとは決して同じではない。東 洋,柏木恵子,R.D.Hess の研究(「

母親の態度・行動と子どもの知的発達」東京大学出版会,1980)によると,全般的にみて,日

本の母親は素直できげんが良く,手がかからない子どもに早く育つように期待し,米国の母

親は友だちに対してもおとなに対してもはっきりと自己主張のできる自立心の強い子ども

に育つことを期待している,ということである。これは日米両国の幼児とその母親に対して

,周到な準備の上でなされた比較研究の一部である。 


